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辻田正雄
〔抄録〕
『茶館』の直接的原型は『秦氏三兄弟』であるが、老舎はアメリカ在住の頃から茶
館を舞台にした話劇の執筆を構想していた。そして新中国成立後の社会的、政治的変
化を作品に反映させることを作家としての任務と考えていた。『茶館』も例外ではない。
政策として普通話の推進が盛んに提唱されると、老舎も積極的に呼応し、作品に北京
方言の使用を極力抑えるようになる。『茶館』のことばは北京方言がほとんど無く規
範的である。それにもかかわらず話劇が北京味を感じさせるのは、音のリズムを重視
した、俗諺、軽声、JL化の適度な使用によるが、これらも多用しているわけではない。『茶
館」のことばの面での成功は、演出家や俳優を前にして老舎が行った朗読によって可
能になったのである。
キーワード 北京方言、軽声、 JL化、規範化
1.問題の所在
老舎(1899-1966)は「同時代の言語芸術の大家J(j)と称された文学者である。『路!舵祥子』
など、の小説創作のほかに話劇脚本創作でも著名である。かつて脚本『龍援溝~ (1951年)によっ
て「人民芸術家」の栄誉奨状を贈られたこともある (2)0 1950年代に発表された話劇『茶館』
は老舎の代表的劇作のひとつである。
老舎の文学言語については、作品の「ことばは生き生きとしており、北京方言は老舎の創作
に大きな役割を果たしているJ(3) という評価に見られるように、北京方言の巧みな使用を老舎
の文学言語の特長とする考え方が一般的である。
ところが『茶館』のことばについては、 r~茶館』の言語は規範化されている J (4)としづ見解
がある一方で、 r~茶館』には北京以外の士地の観衆あるいは読者が理解できないような方言は
無いが、『茶館』の北京味は「龍要旨溝』と同じように濃厚で少しも減じていなし、J(5)とする見
方もある。俳優の繋頻によれば、老舎は『龍雪量溝』の時には調語ばかりか語音も北京味である
ことを要求し、俳優に例えば「王大掲」の発音を「玉大meiJ (r大」は重音、「娼j はmeiで軽読)
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とするようにさせた。しかし『茶館』ではそのようなことはなかったという川。
本稿は、老舎の『茶館Jについてその口語を中心に考察を加えようとするものである。すな
わち、北京味を出している口語が北京方言なのか普通話なのか、そして話劇である以上、上演
されるにあたって演出家や俳優がその口語をどのように表現しようとしていたのか等を中心に
分析を進める。
2. W茶舘』の原型
『茶館』の脚本は雑誌『収穫J創刊号(1957年7月)に発表された。『茶館』の原型となる作
品についてはいくつかの説が出されている。原型だとしてこれまでとりあげられた作品は『人
民代表~ w一家代表~ w秦氏三兄弟~ w人同此心Jである。まず『茶館』の原型について検討し
てみよう。
a. W人民代表』説
老舎夫人の胡繁青は『人民代表』の第一幕が「茶館』の第一幕の原型だと述べる。胡繁青に
よれば、老舎は「茶館Jより以前に『人民代表』という数幕ものの話劇を書いたことがあり、
北京人民芸術劇院の下稽古のために準備していた。しかし『人民代表』はうまくし、かず、正式
には上演されなかった。のちに『茶館』を書く時に、特に第一幕では老舎は「人民代表』のストー
リーや人物を転用した。そもそも『茶館』創作の最初の意図は、中国の最初の人民憲法と関係
があるのだ、と言う(7)。これは老舎が次のように述べているのを承けているのだろう。老舎
は「私は「人民代表Jという劇を書いたことがあります。かなり精力を注ぎました。その後ボ
ツになりましたが、少しも惜しいとは思いませんでした」としたあと、のちに『茶館』の第一
幕で「人民代表』のなかの一場面を使ったと述べている (8)。
しかしながら『人民代表』の脚本は発見されていない。『人民代表』は執筆されたのか、あ
るいは他の作品との記憶違いであるのかはよく判らない。次によく似た題名の『一家代表』説
をみてみよう。
b. W一家代表』説
『茶館』の常四爺を演じた鄭熔は、『一家代表』を原型だと述べる。鄭格は自分の体験を回想
して証言している。
1951年に『龍髪溝』の公演が終わってからスタッフの大部分は土地改革に参加した。残った
少数の人間で老舎の『一家代表』の下稽古が行なわれた。だが劇は公演されることはなかった。
鄭格は「この作品が、老舎先生が『茶館』を構想した最も早い萌芽」であろうと推測している (9)。
陳徒手は多くの関係者にインタビ、ューして次のように整理している。
1956年8月、曹馬、焦菊隠、欧陽山尊らは『一家代表』の脚本を老舎が朗読するのを聞いた
時、曹高はそのうちの第一幕が非常にすばらしく生気あふれでいるが残りの数幕はそれほどで
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もないと感じた。相談の結果、曹偶たちは茶館の劇jを基礎にした数幕粛lで茶館を通じて社会全
体の変化を写し出すようにした方がよいと考えた、というのである(10)。
『一家代表』は、 1951年、雑誌『北京文芸』に第一幕のみ発表された(1九『茶館』が『収穫』
に発表されたのが1957年であるからかなり時間差がある。しかも『一家代表』の時代設定は
1949年の新中国成立の前後4年間であり、『茶館』の第一幕の時代設定である1898年と大きく
異なる。何よりも『一家代表』には茶館の場面が存在しない。おそらく『人民代表」との混同
か記憶違いであろう。
c. ~秦氏三兄弟』説
『秦氏三兄弟』は雑誌『十月~ 1986年第6期に発表された。これは、 1四98郎6年4月4日、老舎長
男の告箭予乙が老舎の遺品の手稿のなカか冶から発見したものである(ωlロ2幻)
子是之は『秦氏三兄弟』が『茶館』の原型であると断言する。 1956年、『秦氏三兄弟』の初
稿が完成すると老舎は北京人民芸術劇院に来て、曹馬、焦、菊隠、欧陽山尊、越起揚、弓光車、
夏淳らに朗読して聞かせた。曹同らは脚本の朗読を聞いて、第一幕第二場の茶館の場面が生き
生きとしており精彩を放っているが他の部分はそれほどでもないという意見で一致した。それ
で、この第一幕第二場を基礎に更に発展させた劇にしてはどうかということになった。茶館の
ような場所は社会の変化を最もよく反映できるからである。この意見を老舎に伝えたところ老
舎も同意し、三ヵ月で『茶館』の脚本を完成させたという(ω。
『秦氏三兄弟』の第一幕第二場は茶館の場面である。この茶館名は『茶館』と同じ北京裕泰
大茶館で、登場人物及び会話もかなりの部分が『茶館』と同じである。「秦氏三兄弟』の第一
幕第二場の茶館の場面を基礎に更に内容を発展させたのが「茶館』であると考えてよいだろう。
「老舎文学詞典』も「秦氏三兄弟』を『茶館』の前本としている(1九『老舎全集』も簡潔に解
題とも言うべき説明を加えている (1九『秦氏三兄弟』を『茶館』の直接的原型と見倣して問題
はないであろう(16)。
d. ~人間此心』説
それ以外の説も見ておこう。その他に『人同此心』が『茶館』の原型だとする意見もある。
鄭椿によれば、中国全土ではじめて普通選挙が行なわれた時期に、老舎は普通選挙を題材にし
た「人同此心』とし、う脚本を書いたことがあり、この第一幕第二場が大茶館を通じて戊戊政変
を反映したものである、という(17)。ここにはいくらか混乱がある。まず、これはbで引用し
た鄭椿の記述と矛盾する。またここで述べられている『茶館』の原型部分については、『人同
比心Jを「秦氏三兄弟」に替えれば Cで見た子是之の証言と同じである。またbの棟徒手の整
理も『一家代表』を『秦氏三兄弟』に替えれば同じ内容である。
『人同此心』は1951年2月から 6、7月にかけて執筆された映画脚本である。 1951年当時、
電影指導委員会の秘書であった斉錫宝が『人同此心』の責任編集者兼老舎助手となっていた。
斉錫宝が「人同此心』のことを覚えており、老舎長女の訴済が老舎故居より手稿を発見した(18)。
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『人同此心』は「歴史の大転換のなかでの中国知識人の心の変化を描いたものJ(9)である。事
の経緯は次の如くである。
『人民日報』に中国共産党や新政権に対する見方の変化を綴った知識人の文章(20)が発表され
た。これを読んだ毛沢東がこれを題材に映画を撮るべきだと述べた。毛沢東の意向を受けた周
思来が斉錫宝に連絡し、斉錫宝が陳波児などの上司と相談して老舎に映画脚本執筆を依頼した
というものである(削2幻川1)
『人同此心』には茶館の場面はないし、内容も全く異なる。『人同此心』は『茶館』の原型で
はなく鄭熔の記憶違いであると思われる。
以上 a~d の検討からも判るように、おそらく『茶館』の原型については多くの事柄が混同
され同一人物でも異なった証言があるなど記憶が混乱している。老舎は茶館を通じてひとつの
時代を描くことを考えてきた。康濯は、老舎がアメリカにいた頃から北京の茶館を描き、ひと
つの時代を書くことを考えていたと語ったことがあると証言している (2へまた『龍髪溝Jの
第三幕第一場は、時期は1950年夏、舞台は三元茶館という小茶館である。ここでも茶館が舞台
になっている。『茶館』を舞台にした場面があるという意味では、『龍要旨溝」にも『茶館』の萌
芽が見られると言えよう。
1957年12月19日、『文芸報』編集部で『茶館』の座談会が聞かれた。そこで焦菊隠は「第一
幕はもともとは普通選挙に関する初稿のうちの一場面であったj凶と述べている。ここで言う
普通選挙とは1953年から54年にかけて行なわれた全国人民代表の選出のことを指すのであろ
う。普通選挙と対比させるつもりで『茶館』第一幕で戊戊変法の失敗が背景とされているのか
もしれない。
老舎は新中国成立後、社会的、政治的変化を作品に反映させることを作家としての任務と考
えていた。文芸と政治的任務が問題になった頃(24)、老舎は次のように述べたことがある。
「もし高度な政治的熱情があり新しい事物に深く入ってし、く敏感さがあれば、われわれは確
実に短期間にちゃんと書くことができるであろう」闘と o
政策に積極的に呼応しようとする姿勢は「茶館』の場合でも例外ではない。『茶館』の原型
についての混乱は老舎のこのような姿勢ゆえに政治的テーマとの関連で関係者の記憶に混乱が
生じたのであろう。
3. W茶館』の公演と演出
北京人民芸術劇院はこれまで5度『茶館』を首都劇場で正式公演している(田)。
第 1次は1958年3月29日初演で7月10日まで公演された。焦菊陣、と夏淳による演出である。
第2次は1963年4月、焦菊隠、と夏淳の演出。第3次は1979年2月、夏淳演出。第4次は1992年
7月16日、夏淳演出。第5次は1999年10月12日、林兆華演出である。
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1963年の公演は政治的に少し複雑な状況のもとに行なわれた。 1963年 1月に再公演が決まっ
て下稽古に入ることになった時に、まず整理小組を作り記憶に頼って1958年公演時の復原作業
から始められた。そして1963年版では話劇の思想性を高めるために「紅線」を加えることが要
求された。「紅線」とは全体を貫く革命思想の紅い糸の謂である。この「紅線」を加える作業
は、童超、英若誠、子是之が担当することになった(27)0 1963年4月2f:L 老舎はこの「紅線」
が加えられたものを見たが、このことについて一切意見を出さなかったという (28)。
これは演出を担当した焦菊隠が置かれていた政治的立場と関連があると考えられる。焦、菊隠
は北京人民芸術劇l院副院長であった。北京人民芸術劇院は合併によって1952年に創設された。
院長には曹貝が就任し、副院長は焦菊隠と欧陽山尊と越起揚の 3人であった。焦菊隠はかつ
てフランスに留学しパリ大学文学博士号を取得しており北京師範大学文学院院長をつとめてい
た。欧陽山尊は欧陽予情を父にもち、抗戦時期の華北人民文工団の流れを汲む。芸術性を重視
する焦菊隠は欧陽山尊との関係はあまり良くなかったらしい(四)。反右派闘争で、焦菊隠は「保
護を加えながら批判教育する」対象となった。整理小組を取り仕切ったのは欧陽山尊である。
1963年に「紅線」が加えられたのは焦菊隠の反右派闘争での体験も関係しているかもしれない。
また、作品に人民の革命の力が十分に描かれておらず階級的観点、にかける、として作品の思想
性に批判が加えられたり0)ことも影響を与えたと思われる。『茶館』の公演を実現するためには、
当時の政治状況からは「紅線j を加えることが必要であった。加えられた「紅線Jの内容は第
二幕と第三幕が中心であるが、第一幕について言えば、茶館の客の会話部分で、教会が大衆に
よって破壊されたことや謂嗣同の維新に対する共感を語るといった内容を加えるというもので
あった(31)。
1979年版は1958年演出本を基礎にしている。 1963年演出本は参考にされたが、これに夏淳や
俳優たちの記憶を参考に加え、 1978年再版の脚本に基づいて調整を加えたものである (3九大
きな変更は1963年版で加えれた部分が削除されたことである (33)。
1992年版は「さよなら公演」と呼ばれるもので、子是之はこれを最後に舞台を下りた。
以上の4度にわたる公演は、老舎の説明や意向を直接聞いている人が中心になっているが、次
の1999年版は違う。
1999年版は林兆華演出によるもので、主として『収穫』版脚本に依拠し、新たな試みとして
第三幕に実物の乗用車を舞台に乗り入れさせている。
4.脚本と俳優
老舎は現場の意見も参考にしていた。演出家や俳優などに自分の意図を説明したり、また逆
にかれらの意見も取り入れて脚本を書き直すこともしていた。焦菊隠は次のように述べている。
「作者の老舎先生は絶えず稽古場へ来てみんなと脚本について意見を交換し、身をもって模
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範動作を示したりもしましたJ(34)と。
老舎が何よりも重視したのは、自分の作品を朗読するということである。朗読を重視するこ
とを老舎はこれまで何度も語っている。老舎は青年労働者を対象に創作について語ったことが
あるが、そのなかで朗読に言及している。「文を直そうと思えば書いた文章を何度も音読しな
ければなりません。音読するとは朗読するとし寸意味です。文字は紙の上に書かれるとその音
が良し、かどうか、ことば遣いに不自然さが無いかどうかは簡単には判りません。どうしても声
に出して読まなければならないのです」聞と。声に出して読むということは書き上げたものに
限られるのではない。老舎は「紙に書く以前にまず声に出してみてそれから書く J(36)とも諮っ
ている。
曹同は次のように述べている。
I (老舎は)北京人民芸術劇院のために多くの脚本を書きましたが、どの脚本の場合も下稽古
の前に老舎は俳優を前にして自ら朗読しました」。そして「朗読し終えると、みんなに意見を
求め、意見が出されるとすぐに脚本を書き換えましたJ(37)と。
「茶館』の時も同様に老舎は朗読している。焦菊隠は「脚本が完成すると老舎先生はいつも
と同じように、演出家や俳優たちを前に自ら朗読しましたJ(制と述べている。
もう少し具体的に見てみよう。
1957年12月2目、老舎は北京人民芸術劇院に来て、すべての俳優を前に新作『茶館』を朗読した。
12月3日、老舎は演出家と俳優に『茶館」の主旨や構想、について語った。 1958年3月5日、『茶館』
の通し稽古を見た後、老舎は俳優たちの中に入り「王掌植の喋り方はもう少し老成した感じの
方がよし、」など自分の意見を述べた。
以上は北京人民芸術劇院の資料に残されている(制。
「茶舘』のセリフは俳優が自ら独自性を発揮できる余地があった、と王朝聞は述べている (40)。
次に俳優や演出家の意見が取り入れられた部分を見てみよう。
舞台で馬五爺が十字を切る場面は脚本にはない。これは俳優の童超が最初の下稽古の時に即
興で演じたのだが、焦菊隠がこれを採用したものであるは1)。
まだ第一幕の最後の場面は『収穫』創刊号に発表されたものと大きく異なっている。特に「持、
物完了!Jで第一幕が終わるという処理は焦菊隠の演出であるが、老舎はこの処理とその後の
解釈が気に入りこの通り脚本も書き換えている(担)。納得できれば演出家や俳優の意見を虚心
に受け容れた、と夏淳も同様の証言をしている(制。
5. W茶館』のことば
『茶館』の第一幕の評価は高い。
張恨水は、第一幕を評価した王務の発言を承けて「私も第一幕はよく書けていると思うJ(判)
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と第一幕を評価したことがある。
陳徒手は焦、菊隠の評価を記している。焦菊隠は、『茶館』の第一幕は「不朽の名作」で、「わ
ずか十分ほどの劇で数十人もの人物を生き生きと描き出しているj と記していたという (45)。
曹国も「康lを書く人は誰で、も知っているが、最も難しいのは第一幕である。「茶館』の第一
幕はすばらしく、永遠に伝えられるべき文章であるJ(46)と絶賛している。
舟憶橋は老舎劇作の第一幕を分析し、登場人物の短いセリフからも人物像が浮び上がると第
一幕を評価している(付仰附4訂刊7η)
以下、『茶館Jの第一幕のことばについて分析を加える。
音声資料は次の①を基本にし、その他②も使用した。また必要に応じて③を参考にした。
① VCD 北京人民芸術劇院1992年公演版話劇『茶館』
② VCD 北京人民芸術劇院1999年公演版話劇『茶館』
③ 1979年公演版排音文字化資料(咽)
脚本の版本は『老舎全集J第11巻所収のものを使用した(拍)。
[引用一覧]
i. ( )は略称。 i.略称、の後の数字は同書のページ数。副.配列は略称、の耕音順。
(JL)買采珠綿《北京i;tJL化i司典))i吾文出版社、 1990年9月。
(高)・高文空、侍民綿《北京活i司i吾増i丁本》北京大学出版社、 2001年4月。
(口弦然竿編著《常用口語i吾r[)北京燕山出版社、 1988年8月。
q頼) :瀬上恕治『北京官話寓物書音』徳興堂印字局、 1906年12月。
(魯魯允中《普通活的経声和JL化》商条印~館、 1995年5月。
(弥弥松願《京味JL夜活》人民文学出版社、 1999年l月。
(排初) : ((訳語排音河江(初稿)))文字改革出版社、 1958年12月。
(斉斉如山《北京士i舌》北京燕山出版社、 1991年1月。
(伯周一民《北京情皮i舌i司典》北京燕山出版社、 1992年5月。
(俗徐宗才、座俊玲編著《俗語i司典》商条印令指、 1994年6月。
(文許済主縮《老舎文学i司典》北京十月文Z出版社、 2000年2月。
(戎隊建文、主緊元主繍《双活戎法語i司典》上海人民出版社、 2001年1月。
(現双) : ((現代双i吾河典》商条印有館、 2002年5月修i丁第3版(増争卜本)。
(現双78) : ((現代双i吾i司典》商条印有館、 1978年12月修i丁第2版。
(徐徐世来繍《北京士活辞典》北京出版社、 1990年4月。
(1淘淘崇壕「老合《茶倍》河活浅軽Jr中国語研究」第23号(采筆書林、 1984年9月)。
〈弦弦継竿《北京地域文学活言研究》四川人民出版社、 1999年9月。
(作揚玉秀《老合作品中的北京活河i吾例秤》北京大学出版社、 1984年5月。
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(一)詞語
「茶舘』の中の調語等について、多く北京語として注釈がなされている。この注釈及びいく
つかの北京方言辞典や研究書等と規範的な辞書等との比較を通じて、『茶館』の調語について
見ていこう。以下、最初の数字は「老舎全集』第11巻のページ数を示す。例えば、276-20は276ペー
ジ20行目にこの用例があることを示す。また『現代漢語調典』に収録されている詞語は、それ
ぞれ最後に(現況)と記す。
276・20 尼岡活 shuaixianhuar 庖悶活，此字面原文系悶i炎之i舌，但悦人短赴之i舌亦日間活(斉
25)。穿蔽側古， 指桑里号棟(高772)。
276・22 谷 ye 旧吋対有身的和一般男人的尊称(高939)0 (現双)
276・23 外場人 waichangrenr 見泣世面，知情述理， i.井情面，善交括的人(高841)。“外場"
的“場"要念第二芦間平 ch如g<弥252)0 (現双)
276-25 科威凡 douweifeng 星示，奇耀自己的声勢或宍振(作36)。
277・12 眼拙 yanzhuo 視力不好，多指一肘i人不出熟人(宋742)0 (現iJ.y如zhuδ)
277司14 瞭 zhと 峨是旧社会卑者対子尊者或下級対子上級的庇活声，表示板主人，恭/1阪(岡〉。
(瞭)は原来満州|語より変ぜしものなるを以て重に旗人の側に用いられ漢人は重に是
を用ゆ <7頼37)0 (現以)
277 -15 候 h加 清客人吃仮，自己付銭尚“候'¥是“候帳"的省i吾(徐179)。客笥活，意
えj代人付銭(作56)。
277 -16 茎明 shとngmmg 在円活里，“茎明"算是俗活。“明"字一定要経声 c “茎明"系恭
推i吾，多用在第二人称敬称的“怒"上(弥217)0 (現決shとngming)
277・19 邪 xie 奇怪(徐429)。
278且2 老娘f(J laoniamenr或 laoniarmen 指担人，合経蔑意，是不美的i吾吉(徐238)。
(現t又 “老娘 laoniang(，ぢ))
278-3 待会JLdaihuir 等一会JL<文755)0 (現況“待一会JL") 
278-6 早班JLzaobanr “fE~冴!"是早畏在外相遇吋的客套活。意思是出来得早。井非“上
早班"之意(徐469)。
278・13 伺候 cihou 在人身述服待、照料，供人支板、指使〈作22)0 (現況)
278・15 肉JL八銭 liangrba qian “JL"字経声.附ヂ“商"字之后(Iiangr)<1淘〉。
cf.“決JL八角 kuairba jiao"，銭数不多，一決或少子一決(文719)。
278・23 心眼里 xinyanrli 内心深赴(作140)0 (現双)
278-24 '(うた yatou 女核子(作142)0 (現訳)
278・27 紅的不得了 hongde bむdeliao “紅"象征成功、順利、走這、幸福或受人重視、攻迎
等〈作55)0 (現双“紅人")
280・3 日匝摸 zamo 価摸: 思索、考慮、。也作“日匝摸'、“日匝磨， <作155)0 (現訳語mo<方)) 
138 
文学部論集第89号 (2005年3月)
280・8 覚乎着 juehuzhe 覚得(作69)。
280・9 迭年月 zhとnian刊e 当前述小吋代(文732)0 (現双)
280-9 速ゑ zとnme “法"zhe“ム me常変i柔均一ノト音育成m <徐472)。
280咽10 fi恋嚇 ninna 北京土i吾耳慣，把対対方的客宍称呼置予句尾，加用“嚇.XJ助i司(徐
298)。
281-8 閑在 xianzai 安逸・ 好透。旧社会以“閑在"均羨慕、使美的客套活。元i合対老年
述是青壮年〈徐421)。
281・11 学 xiao “学 xue用XJ助i司肘的土音(徐424)。
281・11 指 zhi 筒伎之意(徐486)0 (現双)
281-14 街面上 jiemianrshang 家庭以外，公共場合(作65)0 (現況(方)) 
281咽14 人家JLren卯如r 招人喜次的性情、民度等〈高711)0 (現双)
281-15 清安 qing'an i青安是行礼向好。清代旗人清安吋，右手下垂，右腿略微奇曲，左腿
向前屈膝 <1湖)。満族旗人礼竹，男子i青単腿JL安，女子i青E尊JL安(高694)0 (現以(方)) 
281・16 小叶 xiaoyer
282・22 行好 xingha。
283・7 在乎 zaihu
283-23 贈肱Iiuda
茶叶的f光蹟品〈高896)。茶叶中之姻者(斉30)。
言其倣慈善的事，也説“行行好. <徐589)0 (現双)
決定T.在意(作156)0 (現双)
散歩、悶走。也作“溜述. <作80)。“過述"者，散歩也。出口散歩，日
出去溜述溜述(斉147)0 (現沃)
284・13 逗鳴皮子 douzuipizi 互相争博，要貧喋(文693)。
284・18 吉祥 jixiang 清代ー般宵員見了官官(太臨)寒喧吋，不是|可“1fl5好'¥rfi是尚“悠吉祥"。
旗人相見，也有互道“吉祥"的(徐545)。此本平常i舌，惟太血用之，謹太益阿人必日
“ 1~吉祥"。対太盟主滋亦須用此二字(芥195) 。
284・24 折謄 zheteng 反隻倣某事，或同美劫作反反遊行(作160)。不安定也(斉151)。
284・27 美思lan 友放 <1淘)0 (現況)
284・27 銭椴 qianliang 清代旗人的薪俸日付“銭戦.(“銭椴"的数日，有悦是毎月三銭銀子、
一包米，光猪末年的{小額}里悦，“述有不到一関六的q尼¥i青教了凡位“在旗的
説法也不一) (弥225)0 (現双)
cf. ~定嗣 guãnxiäng 日吋称領取士資。“美"是領取之意。“綱"本指空人的俸給，也称“美
銭根"。清代由満族統治中国，八旗兵人美有率功，旗人不i企有元取ile.毎月按例“美術"。
其后，此制昼康，但此i司侃被一些老年人用XJ領取士資的代称〈徐538)。
285-9 調教 tiaojiao 教奔;教育(徐394)0 (現双tiaojiao)
286・1 老好人 laohaorenr 指人随和、厚道，也指不肯得罪人，不i井原則性的人〈作76)0 (現決)
286・14 量 liang 径佑i十而断定。也作“涼. <作79)0 (現決)
287-6 賞股(50) shanglian 姶面子〈作112)。旧町表示対方満足自己慮望的客套i舌(口74)0 <口
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74)。
これらの調語のうち〈現双〉に採られていないものを見てみよう。
② 早班JL、岡在、吉祥
これらは清末という時代を反映する調語であり、このようないわば死語に相当する調語はく現
況)に採録されないのが普通である。
@ 庖悶i舌、科威氏、逗鳴皮子
これらはこの「動詞+目的語」の組み合わせでは(現双)に見られないが、それぞれの動詞
と目的語の詞語では収められている。このうち「庖閑活Jは『秦氏三兄弟』を次のように書き
換えたものである。
体jさ是沖i住号明子眠? (~秦氏三兄弟.])
→ 係法是対i住庖|濁i舌日尼? (~茶館.])
「沖 chong:向J<徐60)や r'EbiW1J子 maliezi:不指名地漫当。“刷"li語変調J<徐264)によっ
ても明らかなように、この部分は北京方言の「沖Jr当刺子」を普通話の詞語の組み合わせで、
しかも独特の雰囲気を出そうとしたところである。。折騰、賞栓
これらは(現双〉に収められているがその意味に少しズレがある。⑦の用例と考えてもよい
かもしれない。
@ 候、邪、覚乎着、 1~嚇、学 xiáo
そうすると北京方言は@の数例にとどまることになる。そして、これらもそれほど特殊な調
語ではない。
(ニ)俗諺
俗諺は次の通りである。
283・23 出口没挑好日子 chumenrmei tiaohao rizi 意思是不順遂(作20)。
283・23 迂了法小村可没有迭小庖 guolezhとigecunr ke meiyou zhとigedianr 意思是不要措泣
机会(作50)。
281-13 閃岡眼就迂去了 bibiyanjiu guoqu le 表示対某事容忍、忍耐、不必i人真L十絞(作7)。
284・11 八仙迂海，各星其能 baxianguo hai， ge xian qi neng 侍説中道家“八仙"在迂海祝寿
町各自施展t史上，引申均堆有本領i住施展，充分友搾毎ノト人的聡明オ智，互相克奏。〈作2)。
281・13 好死不如験活着 haoslburu lai huozhe 志ム活着都比死了好(作53)。在不好的杯境
下活着也比死了強(筒95)。
279・5 揺決不算点決算 yaotourbusu釦 diantoursuan 揺決表示不同意，点失表示同意。指
婆明碗表示志度〈俗869)。
このような俗諺はいずれも巧みな表現である。模倣しようとしても使いこなすのが難しいが、
いずれも普通話として何の違和感もなくそのまま意味は理解できるものである。
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(三)軽声
「軽声とJL化は北京語のひとつの特徴であるJ(51)と言われる。
次は軽声について、舞台での音声と北京方言と普通話の辞書的記述を対比させたものである。
舞台での音声は「調語」欄に記す。一ーはその調語が収録されていないことを表す。
河i吾 (排初〉 (魯〉 〈現双 78) 備考
276-25 威風 weifeng weiieng W邑ifeng weiieng 
277-1 管教 guanjiao guanjia。 guanjiao gua吋ia。
277 -16 茎明 shとngming shとngmmg shengming 明字一定要経声〈弥〉
278-13 伺候 cihou cihou cihou cihou 
279-17 生意 shengyi shengyi shengyi shengyi 
280-15 和ベ heqi heqi heqi heqi 
281-8 同在 xianzai
281-12 照願 zhaogu zhaogu zhaogu zhao・酔
281-13 包泊 baohan baohan baohan baohan 
281-19 奉承 fengcheng fengcheng fengcheng fengcheng 
281-25 相貌 xiangmao xiangma。 Xl加gmao
282-1 活劫 huodong huodong huodong huo-dong 
283-13 本銭 benqian benqian b話nqlan benqian ben-qian <現BO
284-2 脳袋 naodai naodai naodai naodai 
284-8 財主 caizhu caizhu caizhu 
284-26 庄稼 zhuangjia zhuangjia zhuangjia zhuangjia 
285-2 克如 k告kou kekou kekou 
285-9 i周教討aojiao tiaojia。
286-8 交代 jiaodai jiaodai jiaodai 
287司14 畜生 chusheng chusheng chusheng chusheng 
これらの軽声に読まれている詞語のうち、 照願、活功、本銭 は両読である。北京方言
で軽声に読まれ普通話ではそうでないものは、 威氏、管教、壬明、相貌、克拍、調教、交
代である。その他はすべて普通話でも軽声に読むのをを規範的(聞としている詞語である。
(四)JL化
「北京語と普通話の顕著な区別は、北京語は多くの単語がJL化するのに対し、普通話ではそ
うでないということであるJ(53)とされる。
次はJL化について、舞台での音声と北京方言と普通話の辞書的記述を対比させたものであ
る。舞台での音声は「調語」欄に記す。一ーはその調語が収録されていないことを表す。また
<JL)欄の排音表記は同書に従ったものである
老舎『茶館』キL記(辻田正雄)
河活 (魯〉 (jL) 備考
276-27 贈贈 liuliur 
276-1 唐鉄明書 Tang Tiezulr 人名
276-1 碗 wanr war 
276-6 生意口 shengyikour 
276司17 茶筒 chaguanr chaguanr 茶筒JL<現双〉
276司20 庖岡活 shuai xianhuar 同i舌JL<現双〉
276・23 外場人 waichangrenr waichangr:lr 外場人JL<現双〉
277司4 街面上 jiemianrshang jiemiarshang 街面JL上〈現双〉
277・14 李三 Li Sanr 人名
277-21 出n chumenr chumenr chum:lr 出[']JL<現双〉
277-24 官面 guanmianr guanmiar 
娘JLfn<現双〉。“娘"“fn"
278軸2 娘官] niangmenr niangrmen 在口活中都庇JL化〈弦l
356) 
278-8 鼻姻 biya町 鼻畑JL<現双〉
278-15 商JL八銭 liangr ba qi如 liangr ba qian 
278-22 到底 daodir daodiるr
278・25 命 mingr mmgr 
279-5 揺~ yaotour ~ tour 
279-5 点~ diantoぽ diantour ~ tour 点 ~JL <現双〉
279-10 tす cunr cunr CU:lr 村JL<現双〉
279・10 庖 dianr diar 小J占JL<現双〉
279-10 事 shir shir sh:lr 事JL<現双〉
279-17 号 haor haor haor 号JL<現双〉
279-23 芙主 maizhur m語izhur
玩意JL(54) <現双〉。口i吾中
wany:lr 280-2 玩芝 wanyir wanyir 
“主"庇JLイ七 (弦334)
280-4 大杉 dashanr ~ shar 杉JL<現&)
280-5 憐掛 kuguar 掛JL<現双〉
280-6 身 shenr shるr 身JL<現双〉
280-7 目菌類 naoker 
280-9 洋表 yangbiaor ~ biaor 
281-1 劫杖 dongzhangr 
281-11 一法 yibianr yibianr yibiar 一法)L<現双〉
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281-14 人後JL renyuanr ren戸泊nr
人家JL(現双〉。口語中“象"
庄JL化〈弦326)
281-16 叶 yとr yer yer 
284-13 年決 niantour niantour 年決JL<現双)
284-24 作官 却 ogt扇町
284-26 鉄粁庄稼 tieganrzhuangjia tiegarzhuangjia 鉄粁JL<現双〉
285-2 紛 fenr fとnr f:lr 伶JL<現双〉
285・16 畑泡JL y訟lpaor 泡JL<現双〉
285-17 飽腿JL paoωIr paοωIr pao句通r 胞腿JL<現双〉
287 -15 地方 difangr difangr difangr 地方JL<現双〉
以上の例から判るように、「唐鉄噴JI李三」のように人名がJL化している例以外は、(現双〉
に収められていないJL化詞は意外と少ない。
周知の通り、JL化によって語義の弁別が行なわれることもある。この場合は必ずJL化される。
そうでない場合、名調がJL化するときはく小さいもの〉あるいは(かわいいもの〉という意味
を持つことが多いが、必ずしもそうでない調語、例えば「玩意JLwanyirJもある (55)。
JL化の語音も時代とともに変化してきている。誼元任によれば、年配者は「果JLguorJと「鬼
JL guerJ I液JLgt必rJを区別するが、若い世代はすべて「忠誠rJと発音して区別しなくなってい
るとし、う(開)。
林煮は、北京方言には語義の弁別をしないJL化詞があるが、これらの詞語がJL化するかどう
かは個人の語感、好みの問題であるという (57)。
そうしてみると、これらのJL化詞は、語義の弁別に支障を来たさず北京方言の語感を感じさ
せるものなのであろう。そして『茶館』ではそれほど多用されているわけではない。
(五)その他
その他、 :CA着、側、喝、楼 などの語気助詞によってより自然な会話表現を生み出
している (58)。これも『茶館』のことばの特徴のひとつである。
6.老舎と普通話推進キャンペーン
告予乙は老舎の文学言語を六段階に分けている。それによると、第一段階は文言で、五四運動
前後である。第二段階は白話文を必死で学んだ五四時期でだいたい1923年頃までである。第三
段階は初期の口語体で、 1920年代がそれに相当する。第四段階は白話文万能論時期で『筋書E祥
子』がその代表作である。第五段階は方言文学を発展させようとした時期で『龍媛溝』がその
例である。そして第六段階が普通話を積極的に使用した時期で『茶館』がその代表作であると
する(則。
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文字についても『茶館』では平易なものが使用されている。子是之は『茶館」の文字につい
て次のように紹介している。 I~茶館』の会話と数来宝の部分を合わせた字数は18461字で、そ
こで使用されている文字は多分『千字文』の範囲に収まるであろうから、中学生や高校生でも
全く問題なく読めるj と(60)。
ここで言う『千字文』とは『平民千字課」のことであろう。『平民千字課』とは1000字を選
んで初学の読本として編んだものである(6九胡繁青によれば、老舎は『平民千字課』の千字
で作品を書くことを心がけていたという (6九
語文改革にも老舎は関心を持っていた。 1955年、中国全土で普通話推進キャンペーンが展開
されると、老舎は積極的にこれに呼応する(日)0 1955年10月15日から23日まで、北京にて全国
文字改革会議が開催され、老舎も出席して発言した。発言の中で老舎は「私の以前の作品には
欠点があります。北京の方言を好んで使っていることが多いのです」と述べ、今後できるだけ
普通の語葉を使うようにし、極力方言を避け、もし使わなければならない時はよく吟味してこ
とばを選ぶようにしたい、と自分の決意を表明している(臼)。老舎は「自分の作品にできるだ
け普通話を使い、方言使用を抑えることは重大な政治的任務である」と認識していた(刷。
1956年2月、老舎は中央普通話推進工作委員会の 7人の副主任のひとりに任ぜられ、規範化
に関する発言が多くなる。「現在のわれわれの任務は方言の使用を抑え、規範化に尽力するこ
とである」酬と述べて規範化推進を訴えたり、簡体字についても「漢字は改革しなければなら
ないJI簡体字を歓迎するJ(67) と述べて文字改革についても積極的に発言している。
7.結語
老舎はかつて方言の効用を述べていた。
「口語のなかには多くの方言があるJが、「小説や話劇においては、人物や背景を鮮明にする
ためにどうしてもいくらかの方言を使わざるをえないことがあるJ(68) として、多用を戒めなが
らもむしろ文学作品において方言の使用を重視していた。それが普通話推進キャンベーンとと
もに、既に見てきたように微妙に変化してし、く。そして、文学作品における方言と普通話の扱
いを正面から論じる。老舎は自分の変化をこう述べる。
「以前は作品を書くにあたって、私は北京方言を好んで用いた。方言には生き生きとした力
があるのだと思っていた。この二、三年来、私は主張を改め、方言をあまり用いずできるだけ
普通話を用いるようにしたのだ、J(69) と。
だが変わらないことがある。朗読の重視である。老舎は述べている。
「私は作品を書きあげると、何度も何度も声に出して読み、他の人に聞いてもらうのだ。ちゃ
んと聞いてくれているかは別にどちらでもよい。スラスラと音読できるか、言葉遣いが正しい
か、ぎこちないか、筋が通っているかどうかみるのだJ(70)と。この姿勢はこれまで見たとおり、
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老舎の一貫したものであった。
老舎は、中華人民共和国成立後、その時期ごとの政治的任務に応じた作品を書くことを自ら
の使命と考えていた。『茶館」も例外ではない。『茶館』は普通話推進に呼応して、そのことば
に北京方言はほとんど用いられておらず、規範的である。それにもかかわらず話劇が北京味を
感じさせるのは、音のリズムを重視した、俗諺、軽声、 JL化の適度な使用によるが、それも多
用しているわけではない。何よりも、政治的任務に呼応した作品であってもスローガンがちり
ばめられているわけではない。老舎が重視したのは作品のことばであり、そのことばの音のリ
ズムである。作品は繰り返し朗読することによって完成稿となった。『茶館』のことばの面で
の成功も、演出家や俳優を前にした老舎自身の朗読によって可能になったのである。
〔注〕
(1) 1956年2月27日から3月6日にかけて開催された中国作家協会第2次理事会議(拡大)で、周揚は報告
を行ない「作家茅盾、老舎、巴金、曹局、越樹理都是当代悟盲芝木的大姉Jと述べた。周揚{建没社会主
米文学的任多)(文芝披}1956年第5、6号[3月25日]。
(2) 1951年12月21日に授与された。『老舎全集』第19巻、人民文学出版社、 1999年 1月、 P.599。
(3) 黄酋子{老舎之歌)(新文学史料}第3輯[1979年5月l。
(4) 叶子{筒然、深刻而又大余化)(語文建没}1994年第5期。
(5) 子是之{老舎先生重視文学活言的規泡化)(活文建没}1994年第5期。
(6) 君主頻(i上人民群余好憧)(i吾文建没)1994年第5期。
(7) 胡繋青{美子老舎的〈茶信)}克堂、李穎繍{老舎的i舌刷芝木}文化芝求出版社、 1982年1月、所収。
初出は(j(Jt尉j芝;t;:t企必)1980年第 2輯。
(8) 老舎(i吾言、人物. ~主刷)(老舎文集}第16巻、人民文学出版社. 1991年5月、 p目52。初出は{刷本}
1963年1月号。
(9) 期格{老舎和(:iE;国拘))(我与北京人芝}京方出版社、 2000年10月、所収、 P.75。
(10) 除徒手{老舎:花子干花落有九回)(人有病 天知否)(以下{人有病}と略記〉人民文学出版社、2000年9月、
所収、 P.73。
(1) (一家代表)(北京文芝}第3巻第1~ 2期[1951年10~ 11月ト第一幕のみ。全幕は{老舎周j作全集}第4巻、
中国戎刷出版社、 1985年8月、所収。
(12) 釘乙{由子稿看〈茶情〉刷本的創作)(十月)1986年第6期[11月l。
(13) 子是之{老舎先生和他的関出戎)(北京文学}1994年第8期。
(14) 針済主繍{老舎文学i司典}北京十月文芝出版社、 2000年2月、 P.68。
(15) r (秦氏三兄弟} 四幕六場活刷 一九五七年，作者写完此刷后在北京人民芝求刷院征求意見，該院演、
号人民建以以此刷第一幕第二場的“茶情"JfJ主室長男写尉l本。作者采宮内了iきノト意見.写出了{茶槍}ー 刷，
遂放奔此本J(老舎全集}第11巻、 P.174，
(16) W一家代表H秦氏三凡弟』を中心に『茶館』の成立過程を考察した論文に下記がある。
石井康一「老舎『茶館』成立考JW未名J第10号(中文研究会、 1992年3月)。
(17) 芸品格((茶館〉的故事)(我与北京人芝}京方出版社、 P.76。
(18) 公表は{屯影創作)1994年第I期[1月]。
(19) 野乙{老舎未友表的屯影尉l本)(屯影創作}1994年第1期。
(20) 貝満女中数学教員 歩春生{我家両年来的変化)(人民日扱}1951年1月31日。
(21) 芥錫宝{回f乙老舎先生奉命写〈人同此心〉的前前后后)(屯影創作}1994年第1期。
(2) 前出、{人有病}P.74o 
(23) (座淡老舎的〈茶信))(文芝扱)1958年第1期。
(24) (文芝披}繍絹部{美子〈妊任条)I河題的討it)(文芝披}第3巻第9期[1951年2月25日l。
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(25) 老舎{刷本斗作的ー些径強)(老会文集}第16巻、 P.275。初出は{人民日按)1951年7月4目。
(26) 金涛<(茶情〉・杯念経典吋代)(文江披)2000年5月19日。
(27) 前出、子是之{老舎先生和他的関出減}。
(28) 前出、{人有病)P.96。
(29) 周瑞祥、 1998年10月21日の口述。前出、{人有病)P.80'こ拠る。
(30) 例えば、刻芳泉、徐美禄、刻錫皮(i平老舎的〈茶筒))(渓-fi)1959年第2期[1月27日]。
(31) 夏淳<(茶槍〉早演后i己)(以下《夏淳》と略記)北京人民芝木刷院{芝木研究資料}繍輯姐繍<(茶信〉
的舞台芝木)(以下《舞台》と略記)中国主主刷出版社、 1980年7月、所収、 P.218。
(32) 北京人民芝求刷院{芝求研究資料}編輯姐{后i己)(舞台)P目321，
(3) 前出、{夏淳)(舞台)P.220 0 
(34) 蒋瑞整理{焦菊除排演〈茶倍〉第一幕淡i舌求)(以下{焦菊隠}と略記)<舞台)P.199o 
(35) 老舎{和工人同志川淡写作)(老舎文集}第16巻、 P.6。
(36) 老舎{美子文学的活吉岡題)(老舎文集}第16巻、 P.lOO。初出は{文芝月披)1955年7月号。
(37) 曹国{我f1尊敬的老舎先生)(人民H扱>1979年2月9目。
(犯) 前出、{焦菊隠)(舞台)P.193o 
(39) 北京人芝1958年{老舎先生看茶館連排淡意見}i己桑子稿。前出、{人有病)P.81、P目84、P.86に拠る。
(40) 王朝伺{休:&2.第着時子菖我児)(人民主主刷}1979年第7期。
(41) 前出、王朝間{体去五主主主着目宇子菖我呪}。
(42) 前出.<焦菊隠)(舞台)P.2150 
(43) 前出、{夏淳)(舞台)P.2250 
(4) 前出、{座i長老舎的〈茶t官)}。
(45) 焦鏑陥1959年6月執筆の未発表手稿。前出、{人有病)P.76に拠る。
(46) 曹馬<(老合的活刷芝木〉序}{老舎的活刷芝求)P目30
(47) 舟也候 <ì式 ì~老舎刷作的第一幕)(隼京姉抱大学学披(哲学社会科学版)) 1983年第l期[2月10
(48) 阿部謙治「老舎『茶館』舞台上演録音テープの“排音文字"化資料(附・簡体字)ーーその 1J ~語
学教育研究論叢』第3号(大東文化大学語学教育研究所、 1986年2月)。これは、 1979年2月17日、北京
首都劇場における、北京人民芸術劇院による上演のテープを“排音文字"化したもので、実際の語音、
声調をできるだけ忠実に反映させようとしたものである
(49) ~老舎全集』刊行以前に『茶館』の版本を比較した主な論文に下記がある。
③ 高橋弥守彦 r~茶館』の版本比較と時代的考察(その 1 ) J ~20周年記念論文集』大東文化大学教
養課程委員会、 1988年3月、所収。
⑥ 高橋弥守彦 r((茶館》の版本比較と時代的考察(その 2)J ~語学教育研究論叢』第 5 号(大東文
化大学語学教育研究所、 1988年3月)。
⑥ 高橋弥守彦 r~茶館』の版本比較と時代的考察(その 3)J ~大東文化大学紀要(人文科学u 第27
号[1989年3月]。
(50) ((老舎全集》は[会股Jに作る。これは底本にしたと恩われる中国戎尉j出版社版{茶惜)(1958年6月
第1版第I次印刷、 1980年6月第2次印席目)が「裳胎」と誤植したものを踏襲したための誤りと思われる。
初出の『収穫』及び四川人民出版社版{茶館)(1980年5月第l版)等がすべて「賞股」に作るのに従う。
(51) 魯允中{普通i古的経声和JL化}商条印有館、 1995年5月.P.l。
(52) 軽声の規範の問題については、拙稿「軽声についてJ~文学部論集』第88号(傍教大学、 2004年3月)参照。
(53) 胡明拐{北京活初探}商条印有館、 1987年l月、 P.29。
(54) r玩意JLJと「玩芝JLJの原義は同じではないが、《第一次昇形i可整理表))(2001年12月19日発布)で
は異形詞としてI玩意JLJを推薦詞形としている。{第一次弄形i司整理表説明)i吾文出版社、2002年1月、
P.120。
(5) 刻照雄<JL化i司的功能(三))(活吉文字周披)2004年3月17日。
(56) 越元任著、日叔湘洋{双語口i吾活法}商努印有館、1979年12月(原著、1968年刊〉、P.330
(57) 林蒸{美子訳語規沼化|司題)(中国i吾文)1955年8月号。
(58) 老舎作品の口語については、下記に詳細な分析がある。
王建竿{老舎的活言芝求}北京t吾言文化大学出版社、 1996年1月、 P.lL
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(59) 針乙{老舎文学悟吉没展的六小険段)(活文建没)1994年第5期。
(ω) 子是之((茶信〉的第一幕)(i吾文建没)1995年第9期。
(61) 大原信一『中国の識字運動』東方書底、 1997年9月、 P目54-P.58参照。
(62) 胡繋青{用人民的活吉:XJ人民而写)(活文建没)1994年第5期。
(63) 杜永道{老舎与捻普)(活文建没)1999年第1期。
(64) 老舎{大力推「普通活)(人民日仮)1955年10月31日。{北京文芝)1955年11月号にも掲載。
(65) 老舎{掬炉文字改革和推「普通活一一一双民族共同活)(老舎全集}第14巻、 p目611。初出は{北京日扱}
1955年10月25日。
(6) 老会{美子文学創作中的活吉向題)(老舎全集}第16巻.P.416。初出は《文学月刊))1956年10月号。
(67) 老舎{文字改革是)大人民的迫切需要)(文字改革)1957年8月号。
(68) 老舎(;ま祥這用口i吾)(活文学刀}第2期[1951年11月l。
(69) 老舎{士活与普通i舌)(中国語文)1959年9月号。
(70) 老舎{人物、活言及其他)(解放空文芝)1959年6月号。
[付記]
本稿は、平成16年度悌教大学特別研究費の助成による研究成果の一部である。
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2004年10月15日受理
